
総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）の推進 
 

（１）総合的病害虫・雑草管理（IＰＭ）とは 

総合的病害虫・雑草管理（Integrated Pest Management、ＩＰＭ）とは、化学農薬だけ

でなく、様々な防除技術を組み合わせ、経済的に被害が出ない程度に、病害虫や雑草の発

生を抑制しようとすることです。 

ＩＰＭは、化学農薬のみに依存した病害虫・雑草防除から脱却し、安全な農作物を安定

生産することと、環境に対する負荷を軽減し、持続可能な農業生産を行っていくことを両

立するために必要な考え方です。 

 

（２）総合的病害虫・雑草管理（IＰＭ）の体系 

                【 判 断 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【予防的措置】                 【 防 除 】 

 

（３）その他事業との関連 

ＩＰＭの推進や長野県ＧＡＰ（適正な農業生産活動）の

推進により、環境にやさしい農業に取り組む農業者を支援

しています。 

本指標では、病害虫・雑草防除のＩＰＭの項目について

のみ記載しています。 

例えば、残った農薬の処理、農薬の適正使用、ドリフト

（飛散）防止対策など、法令遵守などの記載はありません

ので、長野県ＧＡＰ基準及び適正農業規範を確認ください。 

 

＜長野県適正農業規範と長野県GAP基準について＞ 

http://www.pref.nagano.lg.jp/nogi/sangyo/nogyo/hiryo/gap/gap.html 

防除要否・タイミングの判断 

 ・発生予察情報の活用 

 ・ほ場状況の観察   など 

病害虫・雑草の発生しにくい環境の整備 

 ・輪作体系の導入 

 ・抵抗性品種の導入 

 ・土着天敵の活用 

 ・伝染源植物の除去  など 

多様な手法による防除 

 ・生物的農薬の利用 

 ・黄色粘着板の利用 

 ・化学合成農薬の利用 など 

病害虫・雑草の発生

状況が経済的被害

になると判断 


